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February

あなたが好きなまち・朝来市

今
月
の
主
な
内
容

税税の申告と納税の申告と納税税……………………………………２２

全国学力・学習状況調査朝来市の分析結全国学力・学習状況調査朝来市の分析結果果…４…４

地域おこし協力隊「あさこいひと便り地域おこし協力隊「あさこいひと便り」」…７…７

市政フラッシ市政フラッシュュ／我がまち朝来再発／我がまち朝来再発見見…８…８

まちのわだまちのわだいい…………………………………………１０１０

情報掲示情報掲示板板………………………………………………１２１２

人いきいき／こんなことあったで人いきいき／こんなことあったでーー／新あさご百景／新あさご百景…２０…２０

ああの日あの日をを
忘れないため忘れないためにに
１１月月１１６６日日
山口小学校で「防災学習集会・炊き出し訓練山口小学校で「防災学習集会・炊き出し訓練」」

（１（１００㌻㌻に関連記事に関連記事））



広報朝朝朝来来来 2

■
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
、
住
民
税
申
告
は
、

２
月

日

か
ら

３
月

日

ま
で

16

（月）

16

（月）

税税税
のの申告と納の申告と納税税

■
消
費
税
と
地
方
消
費
税
の
申
告
は
、

３
月

日

ま
で

３１

（火）

申告受付・相談会の日時と場所

開催場所開催日地域

生野庁舎裏
１階会議室

２月１６日（月）

～

３月１６日（月）

生 野

市役所西館
２階会議室

和田山

山東庁舎
１階市民室

山 東

朝来庁舎
２階会議室

朝 来

※今回から和田山会場を市役所西館２階会議
室へ変更していますのでご注意ください

★
確
定
申
告
を
す
れ
ば
、

税
金「
所
得
税
」が
戻
る
人

次
の
よ
う
な
人
で
、源
泉
徴
収
さ
れ
た

税
金
な
ど
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
人

は
、還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人
や
公
的

団
体
な
ど
に
寄
附（
ふ
る
さ
と
寄
附
金
等
）

を
行
っ
た
人

※
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
事
前
に
必

ず
病
院
ご
と
に
領
収
書
を
集
計
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い

◎
住
宅
ロ
ー
ン（
償
還
期
間
が

年
以
上

１０

な
ど
一
定
の
要
件
あ
り
）を
利
用
し
て
マ

イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
人
や
増
改
築
を

行
っ
た
人

◎
年
の
途
中
で
退
職
し
、そ
の
後
就
職
し

な
か
っ
た
た
め
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な

い
人

★
所
得
税
の
納
付
に
つ
い
て

平
成

年
分
の
所
得
税
の
納
付
は
、３

２６

所
得
税
の
確
定
申
告

★
確
定
申
告
が
必
要
な
人

次
の
よ
う
な
人
は
、確
定
申
告
の
必
要

が
あ
り
ま
す
。

◎
商
売
な
ど
個
人
で
事
業
を
営
ん
で
い
る

人
や
不
動
産
収
入
の
あ
る
人

◎
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い
る
人
で
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額

の
合
計
額
が

万
円
を
超
え
る
人

２０

◎
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る

人◎
年
金
所
得
者
の
う
ち
年
金
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
を
超
え
る
人

◎
年
金
所
得
者
の
う
ち
年
金
以
外
の
所
得

金
額
の
合
計
額
が

万
円
を
超
え
る
人

２０

◎
土
地
、建
物
や
ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど
の

資
産
を
譲
渡
し
た
人

※
こ
の
ほ
か
に
も
確
定
申
告
の
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

月

日

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

１６

（月）

振
替
納
税
を
す
る
と
、４
月

日

に
口

２０

（月）

座
引
き
落
と
し
に
な
り
、資
金
の
準
備
に

余
裕
が
で
き
ま
す
。

公
的
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
へ

平
成

年
分
の
確
定
申
告
か
ら
公
的
年

２３

金
に
係
る
雑
所
得
を
有
す
る
人
で
、次
に

該
当
す
る
場
合
は
、所
得
税
の
確
定
申
告

書
の
提
出
が
不
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
公
的
年
金
の
収
入
金
額（
２
か
所
以
上

あ
る
場
合
は
そ
の
合
計
額
）が
４
０
０
万

円
以
下
で
、公
的
年
金
に
係
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が

万
円
以
下

２０

確
定
申
告
書
の
提
出
が
不
要
の
場
合
で

も
、医
療
費
控
除
や
寄
附
金
控
除
な
ど
で

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書

は
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
所
得
税

と
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

出
し
な
い
場
合
は
、住
民
税
の
申
告
が
必

要
で
す
）

申
告
受
付
・
申
告
相
談

市
は
、
市
内
の
４
会
場
で
２
月

日
１６

（月）

か
ら
３
月

日

ま
で
の
期
間（
午
前
８

１６

（月）

時

分
～
午
後
５
時
、土
・
日
曜
日
を
除

３０
く
）
、
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
と
個
人
市
県
民
税
の
申
告
受
付
、申

告
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、和
田
山

税
務
署
で
も
所
得
税
の
確
定
申
告
と
申
告

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

☎（
６
７
２
）６
１
１
９

和
田
山
税
務
署

☎（
６
７
２
）３
１
７
１
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確定申告で

障害者控除・医療費控除
が受けられる場合について

高齢者やその家族が障害者控除、医療

費控除を受けられる場合があります。

■障害者控除

納税者自身または控除対象配偶者、扶

養親族が身体障害者手帳の交付を受けて

いない人でも、障害の程度が障害者と同

等であると認められた場合で、次の要件に

該当する人は、確定申告時に障害者控除

の適用を受けることができます。

◆要介護認定を受けている満６５歳以上

の人で、精神または身体の障害の程度が

障害者と同等であると認められる人

■寝たきりの人のおむつ代の医療費控除

寝たきり状態で、医師の治療に際してお

むつの使用が必要な場合は、医師が発行

する「おむつ使用証明書」によっておむつ

代を医療費控除の対象にすることができ

ます。市では次の要件に該当する場合に、

「おむつ使用証明書」の代わりとなる「主治

医意見書内容確認書」を発行します。

◆おむつ代の医療費控除を受けるのが２

年目以降で、介護保険の要介護認定の主

治医意見書でおむつの使用が確認できる

場合

※主治医意見書の内容によっては医師の

証明書が必要な場合もあります

■手続き

対象になると思われる場合は、高年福

祉課または各支所地域振興課で手続きを

行ってください。

■問い合わせ先
高年福祉課 ☎６７２－６１２４

個
人
事
業
者
の
消
費
税
と

地
方
消
費
税
の
申
告

個
人
で
事
業
を
し
て
い
る
人
で
、消
費

税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

次
の
よ
う
な
人
で
す
。

◎
平
成

年
分
の
課
税
売
上
高
が
１
千
万

２４

円
を
超
え
て
い
る
事
業
者

◎
平
成

年
分
の
課
税
売
上
高
が
１
千
万

２４

円
以
下
で
、
平
成

年

月
末
ま
で
に

２５

１２

「
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」を
提

出
し
て
い
る
事
業
者

消
費
税
と
地
方
消
費
税
の
申
告
と
納
税

は
、
事
業
所
の
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務

署
長
に
、
１
枚
の
申
告
書
と
納
付
書
で
ま

と
め
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
申
告
期
限
と
納
期
限
は
３
月
３１

日

で
す
。
振
替
納
税
の
場
合
は
、４
月

（火）

２３

日

に
口
座
引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

（木）
申
告
書
提
出
の
際
は
付
表
の
添
付
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
税
と
地
方
消
費
税
に
つ
い
て
詳
し

く
は
、
和
田
山
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

個
人
市
県
民
税
申
告
書
の

送
付
と
提
出

個
人
市
県
民
税
申
告
書
を
２
月
初
旬
に

郵
送
し
ま
す
。

申
告
書
は
、
平
成

年
１
月
１
日
現
在

２７

で

歳
以
上
で
、

年
中
の
所
得
が
給
与

１８

２５

所
得
の
み
で

年
度
の
個
人
市
県
民
税
が

２６

給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人
と
、平

成

年
分
の
申
告
で
青
色
申
告
書
を
提
出

２５
し
て
い
る
人
を
除
い
た
人
に
郵
送
し
ま
す
。

収
入
や
経
費
、
控
除
に
関
す
る
事
項
な
ど

を
記
入
し
て
、記
名
、押
印
の
上
、３
月
１６

日

ま
で
に
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
地
域

（月）
振
興
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
人
は
、こ
の
個
人
市
県
民
税
申
告
書

の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、収
入
が

無
い
、ま
た
は
マ
イ
ナ
ス
の
場
合
や
、だ
れ

か
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
場
合
、学
生
の

場
合
は
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、申
告

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。申
告
し
な
い

場
合
は
、所
得
証
明
書
な
ど
の
発
行
が
で

き
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、国
民
健
康
保

険
税
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成

年
度
市
県
民
税
の

27

主
な
改
正
点

●
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
延
長

控
除
限
度
額
の
拡
充

個
人
市
県
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
に
つ
い
て
、居
住
開
始
年
月
日
の
適

用
期
限
が
平
成

年

月

日
か
ら
平
成

２５

１２

３１

年

月

日
ま
で
４
年
間
延
長
さ
れ
ま

２９

１２

３１

し
た
。ま
た
、こ
の
う
ち
平
成

年
４
月
か

２６

ら
平
成

年

月
ま
で
に
居
住
の
用
に
供

２９

１２

し
た
場
合
、控
除
限
度
額
が
拡
充
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
上
場
株
式
等
の
配
当
・
譲
渡
所
得
に
係
る

軽
減
税
率
の
廃
止

上
場
株
式
等
の
配
当
・
譲
渡
所
得
に
係
る

税
率
を
３
％（
市
民
税
１
・
８
％
、県
民
税

１
・
２
％
）と
す
る
特
例
措
置
は
、平
成

年
２５

月

日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
、平
成

年

１２

３１

２６

１
月
１
日
以
降
に
支
払
を
受
け
た
も
の
は
、

平
成

年
度
の
個
人
市
県
民
税
の
計
算
で
、

２７

本
則
税
率
で
あ
る
５
％（
市
民
税
３
％
、県

民
税
２
％
）が
用
い
ら
れ
ま
す
。

記
帳
・
帳
簿
等
の

保
存
制
度
の
対
象
者
拡
大

事
業
所
得（
農
業
を
含
む
）や
不
動
産
所

得
を
有
す
る
白
色
申
告
の
皆
さ
ん
に
対
す
る

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象
が
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、所
得
税
と
復
興
特
別
所
得

税
の
申
告
の
必
要
が
な
い
人
も
、記
帳
・
帳
簿

等
の
保
存
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。詳
し
く

は
和
田
山
税
務
署
ま
た
は
朝
来
市
税
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

摘要期間の延長現 行

平成２６年４月
～２９年１２月

（控除限度額の拡充）

平成２６年
１月～３月

平成２５年
居住
開始
年月日

所得税の
課税総所得金額の

７％
（限度額１３６，５００円）

所得税の
課税総所得金額の

５％
（限度額９７，５００円）

控除
限度額
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昨
年
４
月

日
、文
部
科
学
省
は
、小
学
６
年
生
と
中

２２

学
３
年
生
を
対
象
に「
国
語
」「
算
数
・
数
学
」の
学
力
調
査

と
学
習
の
状
況
調
査
を
全
国
一
斉
に
実
施
し
ま
し
た
。

今
月
の
広
報
で
は
、そ
の
う
ち
朝
来
市
で
の
結
果
の
概
要

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎（
６
７
７
）２
１
１
５

平平平
成成

年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査査

2626

朝
来
市
の
小
学
６
年
生
・
中
学
３
年
生

朝
来
市
の
小
学
６
年
生
・
中
学
３
年
生
のの
学
力
と
学
習
状
況
の

学
力
と
学
習
状
況
の

分
析
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

分
析
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
すす

▽
知
識
・
理
解
に
関
し
て

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
に
つ
い

て
は
、お
お
む
ね
満
足
が
で
き
ま
す
。
中
で
も
、

「
円
周
の
長
さ
を
、直
径
の
長
さ
を
用
い
て
求
め

る
こ
と
」や「
二
つ
の
数
量
の
関
係
を
□
、△
な
ど

の
記
号
を
用
い
て
式
に
表
す
こ
と
」は
、全
体
的

に
定
着
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、数
と
計
算
、量
と
測
定
に
お
け
る
数

量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
に
課
題
が
み

ら
れ
ま
し
た
。そ
の
中
で
も
特
に「
単
位
量
当
た

り
の
大
き
さ
の
求
め
方
」や「
体
積
の
単
位
と
測

定
に
つ
い
て
の
理
解
」に
課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。

▽
活
用
に
関
し
て

数
量
関
係
に
お
け
る
数
学
的
な
考
え
方
に
つ

い
て
は
、お
お
む
ね
満
足
で
き
ま
す
。中
で
も
、「
示

さ
れ
た
計
算
の
き
ま
り
を
基
に
、異
な
る
数
値
の

場
合
で
も
工
夫
し
て
計
算
す
る
方
法
を
記
述
す

る
こ
と
」や「
示
さ
れ
た
場
面
か
ら
基
準
量
と
比

較
量
を
捉
え
、倍
を
求
め
る
こ
と
」は
全
体
的
に

定
着
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、数
と
計
算
に
お
け
る
数
学
的
な
考

え
方
と
数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
に

お
い
て
課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。特
に
、「

人
分
の

１０

量
を
基
に

人
分
の
量
を
相
対
的
に
捉
え
、そ

４０

の
関
係
し
て
い
る
図
を
選
ぶ
こ
と
」や「
二
人
の
リ

ズ
ム
が
異
な
る
部
分
を
、公
倍
数
に
着
目
し
て

記
述
す
る
こ
と
」や「
示
さ
れ
た
情
報
を
解
釈
し
、

基
準
量
の
１
・
５
倍
の
長
さ
を
表
し
て
い
る
図
を

選
択
す
る
こ
と
」に
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

学
力
調
査
の
調
査
結
果

小
学
生

全
国
・
県
平
均
と
同
様

【
国
語
】

◎
知
識
問
題

正
答
率
は
、全
国
や
県
平
均
と
同
様

◎
活
用
問
題

正
答
率
は
、全
国
や
県
平
均
と
同
様

漢
字
の
読
み
書
き
な
ど
の「
知
識
」に
つ
い
て
は
、

定
着
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
一
方
で
、物

語
の
登
場
人
物
の
心
情
描
写
を
捉
え
る
こ
と
に

課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、討
論
を
行
う
際
に
、話
し
合
い
の
観
点

を
整
理
し
た
り
、質
問
の
意
図
を
捉
え
た
り
す
る

こ
と
に
課
題
が
あ
り
、指
導
の
充
実
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

【
算
数
】

◎
知
識
問
題

正
答
率
は
、全
国
や
県
平
均
と
同
様

◎
活
用
問
題

正
答
率
は
、全
国
や
県
平
均
よ
り
や
や
低
い

中
学
生

全
国
・
県
平
均
と
同
様

【
国
語
】

◎
知
識
問
題

正
答
率
は
、
全
国
や
県
平
均
と
同
様

◎
活
用
問
題

正
答
率
は
、
全
国
や
県
平
均
と
同
様

全
国
・
県
平
均
と
同
程
度
の
学
力
で
し
た
。

今
後
は
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
深
め
る
よ
う
な

話
し
合
い
活
動
を
す
る
こ
と
、さ
ま
ざ
ま
な

条
件
を
設
定
し
た
記
述
式
の
問
題
を
解
く
こ

と
、語
句
の
意
味
を
的
確
に
捉
え
る
こ
と
、多

様
な
文
学
作
品
の
学
習
に
お
い
て
、優
れ
た

描
写
や
文
章
表
現
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
指
導
を
広
げ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

【
数
学
】

◎
知
識
問
題

正
答
率
は
、全
国
や
県
平
均
よ
り
や
や
低
い

◎
活
用
問
題

正
答
率
は
、全
国
や
県
平
均
よ
り
や
や
低
い

▽
知
識
・
理
解
に
関
し
て

知
識
問
題
・
活
用
問
題
と
も
全
国
や
県
平
均

よ
り
や
や
低
い
結
果
で
し
た
。

記
述
式
を
苦
手
と
し
、無
回
答
は
や
や
多
め

で
あ
り
ま
す
が
、で
き
る
範
囲
で
は
取
り
組
も
う

と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

正
答
率
は
、昨
年
度
に
比
べ
る
と
や
や
上
回
っ

て
い
ま
す
。

活
用
問
題
に
関
し
て
、誤
答
の
中
に
は
正
解

ま
で
あ
と
一
歩
の
も
の
が
多
く
、演
習
を
重
ね
る

中
で
定
着
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
活
用
に
関
し
て

全
国
・
県
と
比
較
す
る
と
無
回
答
は
や
や
多

め
で
あ
り
、特
に
記
述
式
の
問
題
に
対
し
て
不
慣

れ
な
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

知
識
の
定
着
と
い
う
点
か
ら
も
、家
庭
学
習

を
含
め
た
学
習
時
間
の
確
保
が
必
須
で
す
。

調
査
概
要

こ
の
調
査
は
、
義
務
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の

水
準
の
維
持
向
上
の
観
点
か
ら
、全
国
的
な
児

童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を
把
握
・
分
析
し
、

教
育
施
策
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
、そ
の
改

善
を
図
る
と
と
も
に
、そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
教
育
に
関
す
る
継
続
的
な
検
証
改
善

サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
こ
と
。ま
た
、学
校
に
お

け
る
児
童
生
徒
へ
の
教
育
指
導
の
充
実
や
学
習

状
況
の
改
善
等
に
役
立
て
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

平
成

年
度
に
引
き
続
き
、

年
度
も
、す
べ

２５

２６

て
の
小
・
中
学
校
を
対
象
に
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

調
査
の
内
容

○
教
科
に
関
す
る
調
査（
国
語
、算
数
・
数
学
）

「
知
識
」に
関
す
る
調
査

「
活
用
」に
関
す
る
調
査

○
生
活
習
慣
や
学
習
環
境
等
に
関
す
る
調
査

児
童
生
徒
に
対
す
る
調
査

学
校
に
対
す
る
調
査
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詳
し
い
内
容
を
朝
来
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。こ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.a

sa
g
o.hyog

o.jp/

0
0
0
0
0
0
4
3
5
3
.htm
l

基
本
的
生
活
習
慣
に
つ
い
て

小
学
生

多
く
の
児
童
が
基
本
的
生
活
習
慣
を
確
立

さ
せ
、
毎
日
規
則
正
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

学
校
で
は
、き
ま
り
や
約
束
を
守
り
、学
校
に
行

く
の
が
楽
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。ま
た
、家
庭
で

は
学
校
で
の
出
来
事
を
家
族
に
よ
く
話
し
て
お

り
、
保
護
者
も
学
校
行
事
等
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
学
校
の
宿
題
は
き
ち
ん
と
取
り
組

ん
で
い
る
が
、テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視

聴
す
る
時
間
が
若
干
多
く
、予
習
を
含
め
休
日

の
学
習
時
間
が
少
な
い
傾
向
で
す
。

中
学
生

多
く
の
生
徒
が
基
本
的
生
活
習
慣
を
確
立

さ
せ
、
自
分
の
目
標
を
持
つ
と
と
も
に
家
族
、友

だ
ち
、そ
し
て
先
生
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
楽
し
く

学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。ま
た
、

地
域
と
の
か
か
わ
り
が
深
く
、積
極
的
に
地
域
の

行
事
に
参
加
を
し
て
い
ま
す
。た
だ
、パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
電
話
等
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
す
る
時
間

が
増
え
て
い
る
こ
と
や
自
分
で
学
習
計
画
を
立
て

る
こ
と
に
課
題
が
見
ら
れ
、学
習
す
る
時
間
が

減
っ
て
き
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

■
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
児
童
生
徒
が
多
い

〇
ほ
と
ん
ど
の
児
童
生
徒
が
、起
床
時
刻
、就
寝

時
刻
が
決
ま
っ
て
い
る
。

●
就
寝
時
刻
が
遅
い
児
童
生
徒
の
正
答
率
は

低
く
、
学
習
へ
の
悪
影
響
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

■
朝
食
は
、ほ
と
ん
ど
の
児
童
生
徒
が
毎
日

と
っ
て
い
る

○
朝
食
は
、ほ
と
ん
ど
の
児
童
生
徒
が
毎
日
と
っ

て
い
る
。

○
毎
日
朝
食
を
食
べ
、毎
日
同
じ
時
刻
に
就
寝
・

起
床
し
て
い
る
児
童
生
徒
は
正
答
率
が
高
い
。

〇
生
活
の
リ
ズ
ム
を
崩
さ
ず
に
、規
則
正
し
い
生

活
を
す
る
こ
と
が
、学
力
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

■
ゲ
ー
ム
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
す
る
児
童
生

徒
が
増
え
て
い
る

〇
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
な
い

児
童
生
徒
は
、県
・
全
国
の
割
合
よ
り
高
い
。

〇
ゲ
ー
ム
、携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
等
の
使
用
時

間
が

分
以
内
の
児
童
生
徒
は
正
答
率
が
著

３０

し
く
高
い
。

●
４
時
間
以
上
す
る
と
回
答
し
た
児
童
生
徒
の

正
答
率
は
低
い
。

生
活
習
慣
に
つ
い
て

【
よ
い
傾
向
の
内
容
】

○
ほ
と
ん
ど
の
児
童
生
徒
が
、家
庭
で
宿
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

○
家
庭
学
習
で
は
、授
業
の
復
習
を
中
心
に
取

り
組
ん
で
い
る
児
童
が
多
い
。

○
予
習
、復
習
も
含
め
て
、自
分
で
目
標
や
計

画
を
立
て
て
学
習
す
る
生
徒
の
正
答
率
は
高
い
。

【
課
題
の
あ
る
内
容
】

●
家
庭
学
習
で
、授
業
の
予
習
に
取
り
組
ん
で

い
る
児
童
は
、全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。

●
学
校
が
休
み
の
日
に
、家
で
１
時
間
以
上
勉

強
し
て
い
る
児
童
は
、全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。

●
１
日
に

分
以
上
読
書
し
て
い
る
児
童
は
、

３０

全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。

●
宿
題
以
外
の
予
習
や
復
習
を
し
て
い
る
生
徒

は
半
数
以
下
で
あ
る
。

●
自
分
で
計
画
を
立
て
て
学
習
を
す
る
生
徒
が

減
っ
て
き
て
い
る
。

人
・
地
域
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

○
多
く
の
児
童
生
徒
が
、地
域
の
行
事
に
積
極

的
に
参
加
し
て
い
る
。

○
児
童
生
徒
の
保
護
者
や
家
族
の
多
く
は
、授
業

参
観
や
運
動
会
な
ど
学
校
行
事
に
参
加
し
て
い
る
。

○
地
域
や
社
会
に
関
す
る
興
味
・
関
心
は
高
い
。

○
新
聞
を
毎
日
読
ん
で
い
る
生
徒
の
正
答
率
は

高
い
。

児
童
生
徒
の
意
識
に
つ
い
て

【
よ
い
傾
向
の
内
容
】

○
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
、物
事
を
最
後
ま
で
や
り
遂

げ
て
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。

○
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
、学
校
の
き
ま
り
や
友
だ

ち
と
の
約
束
を
守
っ
て
い
る
。

○
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
、人
の
気
持
ち
の
分
か
る

人
間
、人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

○
児
童
の
多
く
は
、先
生
が
自
分
の
良
い
と
こ
ろ

を
認
め
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
、
学
校
に
行
く
の
が

楽
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

○
多
く
の
生
徒
は
自
分
に
は
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

○
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
校
則
を
守
り
、
行
事
な
ど

で
達
成
感
を
感
じ
て
い
る
。

○
多
く
の
生
徒
が
将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て

生
活
し
て
い
る
。

【
課
題
の
あ
る
内
容
】

●
難
し
い
こ
と
で
も
失
敗
を
恐
れ
な
い
で
挑
戦
す

る
児
童
は
、全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。

●
友
だ
ち
に
伝
え
た
い
こ
と
を
う
ま
く
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
児
童
は
、全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。

今
後
に
向
け
て

今
回
の
調
査
結
果
の
分
析
か
ら
、朝
来
市
の

児
童
生
徒
の
学
力
の
定
着
に
つ
い
て
は
、
小
・
中

学
校
と
も
に
改
善
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
度
の
課
題
分
析
を
も
と
に
、各
校
に
お
け
る
授

業
改
善
の
取
り
組
み
や
家
庭
・
地
域
の
協
力
が

成
果
に
結
び
つ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

た
だ
、算
数
・
数
学
に
お
い
て
、主
と
し
て
活
用

を
問
う
問
題
に
対
し
て
、小
・
中
学
校
と
も
に
や

や
苦
手
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、知
識
の
定
着
か
ら
も
、家
庭
学
習

時
間
の
確
保
が
必
須
で
す
。

ま
た
、昨
年
度
と
同
様
に
本
調
査
に
お
い
て
、

見
通
し
・
振
り
返
り
学
習
活
動（
授
業
冒
頭
で
、

め
あ
て
・
ね
ら
い
を
明
確
に
し
、授
業
の
最
後
に

学
習
内
容
を
振
り
返
る
活
動
）を
積
極
的
に

行
っ
た
学
校
ほ
ど
、
教
科
の
平
均
正
答
率
が
高
い

傾
向
が
全
国
的
に
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

朝
来
市
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
具
体
的
な

授
業
改
善
を
含
め
、
児
童
生
徒
の
教
育
指
導
の

充
実
や
学
習
状
況
の
改
善
を
図
る
た
め
、従
来

か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
小
中
連
携
推
進
事
業
に

加
え
、平
成

年
度
か
ら
新
た
に
、小
小
連
携

２５

推
進
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
合
わ
せ
、

よ
り
適
切
で
丁
寧
な
指
導
を
行
う
た
め
の
取
り

組
み
で
す
。

ま
た
、平
成

年
度
か
ら
文
部
科
学
省
の
指

２６

定
事
業
に
授
業
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
モ

デ
ル
研
究
事
業
と
英
語
教
育
強
化
地
域
拠
点

事
業
の
指
定
を
受
け
、市
内
小
・
中
学
校
の
数

校
を
モ
デ
ル
校
に
指
定
し
、研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、全
て
の
子
ど
も
た
ち
に

分
か
り
や
す
い
授
業
づ
く
り
に
努
め
、英
語
力
の

向
上
だ
け
で
な
く
、学
力
向
上
に
つ
な
げ
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
の
本
調
査
は
、４
月

日

に

２７

２１

（火）

実
施
さ
れ
ま
す
。現
在
の
取
組
成
果
が
具
体
的

に
表
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、今
後
も

教
育
に
関
す
る
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル
を
行
い
、

改
善
状
況
等
の
把
握
と
成
果
を
も
と
に
し
つ
つ

新
た
な
課
題
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
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壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

平
成

年
度
は

27

9
月
６
日
に
実
施
予
定
で
す

朝
来
市
一
斉
避
難
訓
練

市
は
、「
地
域

で
協
力
し
、地
域

住
民
の
命
を
守

る
」こ
と
を
目
的

に
、昨
年
度
に
続

き
、平
成

年
度

２７

「
朝
来
市
一
斉
避

難
訓
練
」を
実
施

し
ま
す
。

近
年
日
本
各

地
で
、台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
洪
水
や
土

砂
災
害
、地
震
や
火
山
噴
火
に
よ
っ
て
大
き

な
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

災
害
は「
い
つ
」、「
ど
こ
で
」起
こ
る
か
判

り
ま
せ
ん
し
、未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
非
常
に

困
難
で
す
。災
害
に
対
し
て
の
備
え
と
し
て

普
段
か
ら
、非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
や
避

難
所
、避
難
ル
ー
ト
、自
宅
周
辺
の
危
険
個
所

の
確
認
を
行
う
こ
と
が
、自
身
や
家
族
、地
域

の
皆
さ
ん
の
身
を
守
る
た
め
に
大
変
重
要
で

す
。「
自
助（
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
こ

と
）」、「
共
助（
家
族
や
隣
近
所
の
皆
さ
ん
と

助
け
合
う
こ
と
）」を
基
に
訓
練
へ
の
参
加
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時

９
月
６
日（
日
）

午
前
９
時
～
正
午
ご
ろ

▽
会
場

市
内
各
地
区
等

▽
内
容

自
宅
等
か
ら
の
避
難
訓
練
ほ
か

※
訓
練
の
詳
細
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
地

区
等
を
通
じ
後
日
案
内
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

防
災
安
全
課

☎（
６
７
２
）６
１
１
２

学
び

ま
し
ょ
う

朝
来
市
健
康
福
祉
大
学

平
成

年
度
の
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

２７

多
く
の
友
だ
ち
に
囲
ま
れ
て
生
き
が
い
づ
く

り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
対
象

お
お
む
ね

歳
以
上

６０

◆
就
学
期
間

特
に
制
限
な
し

◆
学
習
内
容

◎
一
般
教
養
講
座
（
講
義
、講
話
な
ど
）

◎
専
門
講
座

（
健
康
、パ
ソ
コ
ン
、園
芸
な
ど
）

◎
ク
ラ
ブ
活
動

（
デ
ジ
カ
メ
、
歌
謡
、絵
手
紙
な
ど
）

◆
開
講
日

原
則
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

◆
受
講
料

１
万
１
千
円

◆
募
集
期
間

３
月

日

ま
で

１４

（土）

◆
申
込
み
方
法

申
込
書
に
受
講
料
を
添

え
て
大
学
事
務
局
ま
で（
募
集
要
項
は
市
役

所
本
庁
西
館
市
民
課
・
健
康
福
祉
部
、各
支

所
、
公
民
館
等
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

朝
来
市
健
康
福
祉
大
学
事
務
局

☎
（
６
７
６
）
２
３
３
０

※
高
齢
者
活
力
創
造
セ
ン
タ
ー
内

（
旧
与
布
土
小
学
校
）

※
毎
週
火
・
木
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

但
馬
長
寿
の
郷

い
き
い
き
教
室

平
成

年
度
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い

２７

ま
す
。

◆
内
容

陶
芸
、手
づ
く
り
パ
ン
、粘
土
工

芸
、絵
手
紙
、木
工
、歌
謡
カ
ラ
オ
ケ
、押
し

花
、手
描
染
色
、仏
像
彫
刻
、水
彩
画

◆
受
講
期
間

１
年
間

◆
締
切
り

３
月
９
日

、申
込
み
多
数

（月）

の
教
室
は
抽
選

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

但
馬
長
寿
の
郷
づ
く
り
協
議
会
事
務
局

☎（
６
６
２
）８
４
５
６

ひ
ょ
う
ご
ラ
ジ
オ
カ
レ
ッ
ジ

（高
齢
者
放
送
大
学
）

平
成

年
度
の
学
生（
本
科
生
）を
募
集

２７

し
て
い
ま
す
。

◆
学
習
内
容

ラ
ジ
オ
放
送
へ
の
感
想
文
の

提
出
、ス
ク
ー
リ
ン
グ
、研
修
旅
行
ほ
か

◆
対
象

県
内
在
住
の

歳
以
上
の
人
・

５０

本
科
生
５
０
０
人（
先
着
順
）

※
聴
講
生
制
度
も
あ
り
ま
す

◆
応
募
期
間

２
月
２
日

～
４
月

日

（月）

２４

（金）◆
費
用

年
間
６
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
含

む
）

◆
放
送

ラ
ジ
オ
関
西（
５
５
８

、１
３
９

KHz

５

）毎
週
土
曜
日
・
朝
６
時

分
～
７
時

KHz

３０

◆
学
習
期
間

１
年
間

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ひ
ょ
う
ご
ラ
ジ
オ
カ
レ
ッ
ジ

☎
０
７
９（
４
２
４
）３
３
４
３

※（
公
財
）兵
庫
県
生
き
が
い
創
造
協
会
内

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、通
信
制
の
高
等
学
校

普
通
科
、福
祉
教
育
、生
涯
学
習
通
信
講
座

の
生
徒
・
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。詳
し

く
は
、無
料
の
案
内
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

広
域
通
信
制

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校
普
通
科

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
入
学
可
能
。Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
学
べ
、３
年
間
で
高
校

卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。登
校
は
月
１

～
２
回
で
す
。

◆
履
修
期
間

３
年（
転
編
入
あ
り
）

◆
対
象

中
学
を
卒
業
ま
た
は
今
春
卒
業

見
込
み
の
人
、高
校
を
中
退
し
た
人
ほ
か

◆
受
付
期
限

４
月

日

必
着

３０

（木）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
社
会
福
祉
士
養
成
講
座

国
家
資
格
で
あ
る
社
会
福
祉
士
の
受
験

資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

◆
履
修
期
間

１
～
２
年

◆
対
象

一
般
養
成
科
…
大
学
等
を
卒
業

し
た
人

短
期
養
成
科
…
福
祉
系
大
学
等

で
基
礎
科
目
を
履
修
し
卒
業
し
た
人
な
ど

◆
受
付
期
限

２
月

日

必
着

２５

（水）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習
通
信
講
座

趣
味
・
教
養
・
語
学
・
資
格
な
ど
、２
０
０

以
上
の
コ
ー
ス
か
ら
新
し
い
趣
味
・
ス
キ
ル
が

身
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。

◆
対
象

一
般

◆
履
修
期
間

３
か
月
～
１
年（
講
座
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

◆
受
付

通
年
申
込
み
受
付

案
内
書
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
広
報

☎
０
１
２
０（

）８
８
８
１

０６
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
４
２（
５
７
２
）３
１
５
１

http://w
w
w
.n-g
a
ku.jp
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今
春
か
ら
放
映
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
花
燃
ゆ
」で
は
、吉

田
松
陰（
よ
し
だ
し
ょ
う
い
ん
）に
薫

陶
を
受
け
た
伊
藤
博
文（
い
と
う
ひ

ろ
ぶ
み
）や
井
上
馨（
い
の
う
え
か
お

る
）ら
、後
に
明
治
維
新
を
導
き
、
日

本
の
近
代
化
を
牽
引
し
た
若
き
志

士
た
ち
が
生
き
生
き
と
え
が
か
れ
て

い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
人
物
の
中
に
山

田
顕
義（
や
ま
だ
あ
き
よ
し
）が
い
ま

し
た
。生
野
に
関
係
の
深
い
人
物
で

も
あ
り
ま
す
。

山
田
顕
義
は
今
か
ら
約
１
７
０

年
前
の
弘
化
元
年（
１
８
４
４
）、

長
州
藩
士
・
山
田
七
兵
衛
顕
行
（
や

ま
だ
し
ち
べ
え
あ
き
ゆ
き
）の
嫡
子

と
し
て
、今
の
山
口
県
萩
市
に
生
ま

れ
ま
し
た
。吉
田
松
陰
か
ら
贈
ら
れ

た
漢
詩「
立
志
は
特
異
を
尚（
た
っ

と
）ぶ
、俗
流
は
と
も
に
議
し
難
し
、

身
後
の
業
を
思
は
ず
、且
（
か
）つ
目

前
の
安
き
を
偸（
ぬ
す
）む
、百
年
は

一
瞬
の
み
、君
子

素
餐（
そ
さ
ん
）す

る
こ
と
な
か
れ
」す
な
わ
ち「
志
を
立

て
た
ら
世
の
中
の
意
見
に
惑
わ
さ
れ

る
こ
と
な
く
、あ
と
あ
と
の
事
を
心
配

せ
ず
実
行
し
な
さ
い
、
目
先
の
安
楽

は
一
時
し
の
ぎ
、百
年
は
一
瞬
に
過

ぎ
な
い
、い
た
ず
ら
に
時
間
を
過
ご
さ

な
い
よ
う
に
」と
い
う
教
え
は
、彼
の

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
り
ま
し
た
。

鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
や
北
越
戦
争

（
ほ
く
え
つ
せ
ん
そ
う
…
戊
辰
戦
争
の

局
面
の
ひ
と
つ
と
し
て
現
・
新
潟
県

長
岡
市
周
辺
地
域
で
行
わ
れ
た
一

連
の
戦
闘
の
総
称
）な
ど
で
目
覚
ま

し
い
戦
功
を
挙
げ
る
一
方
で
、維
新

後
に
は
法
律
を
学
び
、明
治
７
年

（
１
８
７
４
）、
司
法
大
輔（
た
ゆ

う
）に
就
任
し
、学
生
に
混
じ
っ
て
猛

勉
強
し
ま
し
た
。そ
の
後
、２
～
３

年
も
経
た
な
い
う
ち
に
法
律
に
精
通
、

司
法
卿
か
ら
内
務
卿
を
経
て
司
法

省
に
入
省
。明
治

年（
１
８
８

１８

５
）に
は
第
一
次
伊
藤
内
閣
の
司
法

大
臣
に
就
任
。
刑
法
・
商
法
・
民
法

の
編
さ
ん
に
取
り
組
み
ま
し
た
。ま
た
、

彼
は
教
育
の
重
要
性
も
認
識
し
、日

本
法
律
専
門
学
校（
後
の
日
本
大

市市市政政フラッシフラッシュュ

日日本の近代化に貢献日本の近代化に貢献

～山田顕～山田顕義義～～
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市
が
整
備
を
進
め
て
い
る
市
役
所
本

庁
舎
建
設
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
、１

月

日
、市
役
所
敷
地
内
の
建
設
現

１５
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、関
係
者
ら
約

人
が
参
加

７０

し
、神
事
に
続
き
多
次
勝
昭
市
長
が

た

じ

か

つ

あ

き

「
新
庁
舎
は
市
の
シ
ン
ボ
ル
施
設
と

し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。一
日
も
早
く
無
事
完
成
す

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。」と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

新
し
い
庁
舎
は
、鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
５
階
建
で
、延
床
面
積

６
千
２
４
１
平
方
㍍
、総
事
業
費

約

億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。工

３３

事
は
、昨
年

月
か
ら
の
旧
庁
舎
解
体

１１

が
完
了
し
、現
在
は
地
盤
改
良
工
事
な

ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。新
庁
舎
の
完

成
は
平
成

年
５
月
を
予
定
し
、同
年

２８

月
に
は
外
構
工
事
な
ど
す
べ
て
の
事

１１業
の
完
了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

役
所
新
庁
舎
の
無
事
完
成
を
願
い
安
全
祈
願
祭

市市市

神事にのぞむ多次市長

市
が
、山
林
な
ど
に
残
さ
れ
た
ま
ま
と

な
っ
て
い
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
活
用
を
目
的
に
、生
野
工
業

団
地
で
進
め
て
い
る「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

事
業
」が
、平
成

年
秋
の
稼
働
に
向

２８

け
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、県
森
林
組
合
連
合
会
、

兵
庫
み
ど
り
公
社
と
協
力
し
、県
内
か

ら
未
利
用
木
材
を
集
め
燃
料
チ
ッ
プ
を

製
造
。㈱
関
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
が
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
専
焼
発
電

所
を
建
設
し
、チ
ッ
プ
を
燃
料
に
し
て
発

電
を
行
い
、売
電
事
業
を
行
う
も
の
で
す
。

１
月
中
旬
か
ら
燃
料
と
な
る
木
材
の

貯
蔵
を
開
始
し
、事
業
が
本
格
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。今
後
、来
年
７
月
に
は
、チ
ッ

プ
製
造
工
場
の
稼
働
、９
月
に
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
所
試
運
転
を
予
定
し
て
い
ま
す
。現地で行った未利用木材乾燥試験（１月６日撮影）

質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業

来
年
秋
の
稼
働
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト

木木木
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学
）や
皇
典
講
究
所（
後
の
国
学
院

大
学
）を
創
立
、日
本
の
心
を
失
わ

な
い
ま
ま
で
の
西
洋
文
化
の
導
入
・

近
代
化
を
考
え
ま
し
た
。

山
田
顕
義
は
、生
野
の
変
で
亡
く

な
っ
た
南
八
郎（
み
な
み
は
ち
ろ

う
）と
又
従
兄（
ま
た
い
と
こ
）で
あ

り
遊
び
友
達
で
し
た
。山
田
は
慶
応

４
年（
１
８
６
８
）、山
陰
鎮
撫（
ち

ん
ぶ
）軍
総
督
・
西
園
寺
公
望（
さ

い
お
ん
じ
き
ん
も
ち
）率
い
る
長
州

軍
隊
長
と
し
て
生
野
の
地
を
踏
み

ま
す
。

ま
た
、日
本
の
近
代
化
に
向
け
て
、

世
界
一
と
い
わ
れ
る
生
野
製
鉱
所

建
設
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
人
物
、

工
部
卿
（
こ
う
ぶ
き
ょ
う
）と
し
て
伊

藤
博
文
や
井
上
馨
ら
と
と
も
に
山

田
顕
義
も
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。明

治
９
年（
１
８
７
６
）完
成
時
の
、

祝
宴
で
長
州
出
身
の
政
府
高
官
の

喜
び
騒
ぎ
が
今
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
の
が
何
よ
り
の
証
し
で
し
ょ
う
。こ

の
よ
う
に
、山
田
顕
義
は
生
野
と
深

い
か
か
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。

山
田
顕
義
は
明
治

年（
１
８

２５

９
２
）

月

日
、南
八
郎
を
は
じ

１１

１１

め
同
志
の
墓
参
り
に
妙
見
山
下
、つ

い
で
生
野
銀
山
を
訪
れ
ま
し
た
。し

か
し
、太
盛
３
番
立
坑
（
東
京
大
学

の
資
料
に
よ
れ
ば

度
の
傾
斜
坑

３０

内
）で
倒
れ
、打
ち
所
悪
く
帰
ら
ぬ

人
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し

た
偉
人
・
山
田
顕
義
は
吉
田
松
陰

の
教
え
を
終
生
守
り
、栄
達
を
望
ま

ず
、困
難
な
志
を
ま
っ
す
ぐ
進
み
ま

し
た
。又
従
兄
や
同
志
を
し
の
び
、

そ
し
て
誘
わ
れ
る
よ
う
な
逝
去
に
、

何
か
不
思
議
な
生
野
と
の
因
縁
を

感
じ
ま
す
。

（
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

訓
を
地
域
防
災
に
生
か
そ
う

消
防
本
部
で
救
助
訓
練

教教教南
但
消
防
本
部
は
、１
月

日
、同

１５

本
部
屋
外
訓
練
場
で「
阪
神
・
淡
路
大

震
災
か
ら

年
メ
モ
リ
ア
ル
消
防
訓

２０

練
」を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、震
災
か
ら

年
を
経

２０

過
し
、当
時
の
悲
惨
な
状
況
を
伝
承
し

今
後
の
救
護
活
動
に
生
か
そ
う
と
す

る
も
の
。同
本
部
の
隊
員
を
は
じ
め
、朝

来
警
察
署
、八
鹿
病
院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
災

害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）、朝
来
市
消
防

団
か
ら
あ
わ
せ
て
約

人
が
参
加
し

５０

ま
し
た
。

訓
練
は
、養
父
断
層
で
直
下
型
の
地

震
が
発
生
し
て
家
屋
が
倒
壊
、通
行
中

の
車
両
を
押
し
つ
ぶ
し
た
と
の
想
定
で

行
わ
れ
、車
両
や
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救

出
救
助
訓
練
、負
傷
者
の
応
急
処
置

訓
練
な
ど
が
迅
速
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

降りしきる雪の中で行われた訓練

来
市
で
の
定
住
・
地
域
お
こ
し
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

朝朝朝市
は
、１
月

日
、東
京
ビ
ッ
グ
サ

１８

イ
ト（
東
京
都
江
東
区
）で
行
わ
れ
た

「
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
移
住
・
交
流
＆
地
域
お
こ

し
フ
ェ
ア
」に
参
加
し
ま
し
た
。

同
フ
ェ
ア
は
、都
市
か
ら
地
方
へ
の
移

住
・
交
流
の
促
進
な
ど
を
主
な
目
的
に
、

一
般
社
団
法
人
移
住
・
交
流
推
進
機

構（
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
）が
、総
務
省
と
共
催
で

行
っ
た
も
の
。全
国
各
地
か
ら
２
０
０

を
超
え
る
自
治
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

朝
来
市
は
昨
年
に
続
き
２
回
目
の

参
加
で
、前
回
に
引
き
続
き
、地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
の
募
集
説
明
を
実
施
。ま

た
、新
た
に「
朝
来
市
で
迎
え
る
あ
な
た

ら
し
い
朝
」を
テ
ー
マ
に
、移
住
希
望
者

へ
の
セ
ミ
ナ
ー
や
、農
業
・
も
の
づ
く
り
を

例
に
、朝
来
で
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
紹
介

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

甲冑（かっちゅう）姿で朝来市の魅力を説明

【
写
真
】山
田
顕
義
顕
彰
の
碑

こ
の
碑
は
平
成
元
年
、「
山
田
顕
義
伯

爵
顕
彰
会
」に
よ
っ
て
日
本
大
学
創
立

百
周
年
を
記
念
し
寄
贈
さ
れ
た
も
の
。

平
成

年
に
は
、現
在
あ
る
Ｊ
Ｒ
生

２３

野
駅
近
く
に
移
転
さ
れ
て
ま
し
た
。
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１
月

日
、平
成

年
３
月

日

１５

２３

１１

の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
、

永
野
泉
さ
ん（
福
島
県
伊
達
市
）が
、

な

が

の

い
ず
み

大
蔵
小
学
校
を
訪
問
。「
じ
ろ
は
っ
た

ん
」と
の
不
思
議
な
縁
を
、同
校
の
３

年
生
の
子
ど
も
た
ち
約

人
に
語
り

３０

ま
し
た
。

永
野
さ
ん
は
、東
日
本
大
震
災
で

当
時
在
住
し
て
い
た
宮
城
県
石
巻
市

の
店
舗
と
住
居
を
津
波
で
失
い
ま
し

た
。全
壊
し
た
家
の
中
か
ら
、か
つ
て

図
書
館
で
譲
り
受
け
た「
じ
ろ
は
っ
た

ん
」の
絵
本
１
冊
だ
け
が
奇
跡
的
に

き
れ
い
な
状
態
で
見
つ
か
り
、そ
の
縁

か
ら
、「
じ
ろ
は
っ
た
ん
」の
絵
本
を
地

東東
日
本
の
被
災
地
か
ら「
じ
ろ
は
っ
た
ん
」の
心
を
広
め
た

東
日
本
の
被
災
地
か
ら「
じ
ろ
は
っ
た
ん
」の
心
を
広
め
た
いい

震災の体験を子どもたちに語りかける永野さん

域
の
小
学
校
に
寄
贈
す
る
な
ど
の
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

市市
内
小
・
中
学
校
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

市
内
小
・
中
学
校
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

年年
2020

山口小学校で開かれた防災学習集会

１
月

日
の「
阪
神
・
淡
路
大
震
災

１７

年
」の
節
目
に
あ
わ
せ
、市
内
の
小
・

２０中
学
校
で
も
避
難
訓
練
や
追
悼
集
会

な
ど
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、山
口
小
学
校
で
は
、1
月

日
、同
校
体
育
館
で
全
校
児
童
を
は

１６じ
め
地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
あ
わ
せ
て
約

２
５
０
人
が
参
加
し
防
災
学
習
集
会

が
開
か
れ
、震
災
犠
牲
者
へ
の
黙
と
う
を

行
っ
た
ほ
か
、市
防
災
安
全
課
職
員
に

よ
る
防
災
に
つ
い
て
の
説
明
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。ま
た
、立
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
が
協
力

し
、炊
き
出
し
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
は
、１
月

日
、和
田
山
ジ
ュ
ピ

１１

タ
ー
ホ
ー
ル
で
、「
平
成

年
朝
来
市

２７

成
人
式
」を
開
催
し
ま
し
た
。

朝
来
市
で
は
今
年
３
８
５
人
の
皆

さ
ん
が
成
人
を
迎
え（
平
成
６
年
４
月

２
日
～
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）ま
し

た
。式
典
に
は
そ
の
う
ち
３
０
７
人
が

出
席
。朝
来
市
の
歌
の
合
唱
、朝
来
市

少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
、来

賓
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、新
成
人
を
代

表
し
て
金
山
裕
子
さ
ん（
柴
区
）が
、

か

な

や

ま

ゆ

う

こ

「
社
会
の
一
員
と
し
て
自
覚
や
責
任
感

を
持
ち
、ふ
る
さ
と
朝
来
市
を
心
の
中

に
、若
者
ら
し
く
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
た

ち
の
姿
で
、社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
。」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

朝朝
来
市
成
人
式
を
開

朝
来
市
成
人
式
を
開
催催

謝辞を述べる新成人代表の金山さん

照らし出された山上の石垣（１月２５日撮影）

朝
来
市
商
工
会
は
、現
在
、「
竹
田

城
跡
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
、観
光
客
の
安
全
確
保
と

史
跡
保
存
の
た
め
、３
月

日
ま
で

１９

の
期
間
を
冬
期
閉
鎖
と
し
て
い
る
竹

田
城
跡
に
つ
い
て
、閉
鎖
期
間
中
の

城
下
町
の
魅
力
の
向
上
に
つ
な
が
れ

ば
と
、平
成

年

月
に
続
き
実
施

２４

１２

し
て
い
る
も
の
で
す
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、

月

日
か

１２

３０

ら
２
月

日
ま
で
の
予
定
で
行
わ
れ

２８

て
お
り
、毎
日
午
後
５
時
か
ら

時
１０

ま
で
点
灯
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、新
成
人
有
志
の
皆
さ
ん
に
よ

る
実
行
委
員
会
主
催
で「
成
人
の
つ
ど

い
」が
行
わ
れ
、お
笑
い
ラ
イ
ブ
や
歌
の

ス
テ
ー
ジ
、代
表
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
披

露
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

竹竹
田
城
跡
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
朝
来
市
商
工

竹
田
城
跡
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
朝
来
市
商
工
会会
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子
さ
ん（
豊
岡
市
）▼
朝
来
市
商
工
会

長
賞

岡
田
亮
さ
ん（
枚
田
岡
区
）

ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
振
興
協
会
と
市

は
、１
月

日
、和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー

１８

ホ
ー
ル
で「
第

回
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル

２３

歌
謡
祭
決
勝
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
も

月
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

１２

組
の
皆
さ
ん
が
出
場
。生
バ
ン
ド
の
演

３０奏
を
バ
ッ
ク
に
、歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

な
お
、当
日
の
審
査
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
歌
謡
大
賞

高
島
保
代
さ
ん（
豊
岡

市
）▼
第
２
位

伊
達
よ
し
み
さ
ん（
寺

谷
区
）▼
第
３
位

大
橋
正
二
さ
ん

（
福
崎
町
）
▼
和
田
山
町
観
光
協
会
長

賞

今
村
泰
男
さ
ん（
山
本
区
）▼
和

田
山
地
区
料
飲
組
合
長
賞

中
村
教

生生
バ
ン
ド
を
バ
ッ
ク
に
熱
唱
「
第

回
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
歌
謡
祭

生
バ
ン
ド
を
バ
ッ
ク
に
熱
唱
「
第

回
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
歌
謡
祭
」」

2323

ホールいっぱいに歌声を響かせました

初
め
席
書
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、新
年
を
迎
え
、気
持

ち
も
新
た
に
書
道
に
親
し
ん
で
も
ら
う

機
会
に
な
れ
ば
と
、和
田
山
文
化
協

会
の
恒
例
行
事
と
し
て
毎
年
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
も
、小
学
校
３
・
４
年
生
、同

５
・
６
年
生
、中
学
校
、高
齢
者（
半

切
・
半
切
１
／
４
）の
４
つ
の
部
門
で
、

あ
わ
せ
て

人
が
参
加
、そ
れ
ぞ
れ
の

４０

課
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、締
め
く
く
り
に
は
、今
回
の

大
会
に
参
加
し
た
全
員
で
、部
屋
い
っ

ぱ
い
に
敷
き
詰
め
た
紙
に「
今
年
の
抱

負
や
目
標
」を
寄
せ
書
き
し
、新
年
の

誓
い
を
立
て
ま
し
た
。

和
田
山
上
町
の
二
宮
神
社
で
、１

月

日
、「
十
日
え
び
す
」が
行
わ
れ

１０
ま
し
た
。

今
年
も
、早
朝
か
ら
商
売
繁
盛
や

家
内
安
全
を
願
い
に
多
く
の
参
拝
者

が
訪
れ
ま
し
た
。境
内
で
は
、笹
や
熊

さ
さ

手
に
さ
ま
ざ
ま
な
縁
起
物
を
飾
り
付

け
た「
吉
兆
」を
買
い
求
め
る
人
た
ち

の
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
ほ
か
、今
年
の

運
試
し
に
と
、福
く
じ
を
求
め
る
皆

さ
ん
が
長
い
列
を
作
り
、当
た
り
く

じ
が
引
き
当
て
ら
れ
る
た
び
に
威
勢

の
よ
い
鐘
の
音
が
鳴
り
響
い
て
い
ま
し

た
。

和和
田
山
の
二
宮
神
社
で「
十
日
え
び
す

和
田
山
の
二
宮
神
社
で「
十
日
え
び
す
」」

和和
田
山
公
民
館
で「
新
春
書
初
め
席
書
大
会

和
田
山
公
民
館
で「
新
春
書
初
め
席
書
大
会
」」

多くの人が訪れました

和
田
山
文
化
協
会
は
、１
月
４
日
、

和
田
山
公
民
館
で「
第

回
新
春
書

３７

怪

怪

悔

悔

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

優
れ
た「
地
域
に
よ
る
学
校
支
援
活
動
」文
部
科
学
大
臣
表
彰

大蔵まなび隊（大蔵地域自治協議会）

大
蔵
地
域
自
治
協
議
会
の
取
り
組
み

で
あ
る「
大
蔵
ま
な
び
隊
」の
活
動
等
に

つ
い
て
、こ
の
ほ
ど
文
部
科
学
大
臣
か
ら

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

地
域
の
人
材
や
資
源
を
活
用
し
た
現

地
体
験
学
習
を
通
じ
郷
土
教
育
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
故
郷
を
思

う
気
持
ち
を
醸
成
し
て
い
る
ほ
か
、地

域
の
人
た
ち
と
の
世
代
間
交
流
の
場
と

し
て
も
役
立
つ
な
ど
、地
域
の
誇
り
と
元

気
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

【
写
真
】大
蔵
地
域
自
治
協
議
会
の
皆
さ
ん
、

多
次
市
長（
中
央
右
）と
と
も
に
。

課題に取り組む参加者
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市
は
、「
一
人
ひ
と
り
の

夢
と
希
望
が
朝
来
市
を
創

る
」を
テ
ー
マ
に
、「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を

開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

２
月

日

、

２１

（土）

午
後
１
時

分
～

３０

▽
会
場

あ
さ
ご
・
さ
さ
ゆ

り
ホ
ー
ル

▽
内
容

☆
活
動
報
告
会

①
与
布
土
地
域
自
治
協
議

会
…
よ
ふ
ど
村
自
立
再
生

の
取
り
組
み
紹
介

②
ほ
ど
ら
い
あ
さ
ご
推
進
協

議
会
…
市
民
に
よ
る
移
住

定
住
の
取
り
組
み
紹
介

③
朝
来
市
地
域
お
こ
し
協

力
隊
…「
あ
さ
こ
い
ひ
と
」活

動
紹
介

☆
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

「
こ
の
時
代
に
生
き
る
幸
せ

－

私
た
ち
の
可
能
性
を
見
つ

め
直
せ
る
チ
ャ
ン
ス
に
感

謝
！
」

講
師
…
北
川
憲
司
さ
ん

き

た

が

わ

け

ん

じ

（
滋
賀
県
地
方
自
治
セ
ン

タ
ー
理
事
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地

域
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
調
査

研
究
部
長
）

▽
参
加
費

無
料（
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎（
６
７
２
）６
１
１
０

平
成
２
年
、

人
の
団

２１

員
と

台
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

２１

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
朝
来

市
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
も

年
目
を
迎
え
ま
し

２５

た
。第

期
生
の
入
団
を
歓

２７

迎
し
、感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て「
春
の
コ
ン
サ
ー
ト
」を

開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

２
月

日

、

２１

（土）

◎
入
団
式
・
午
後
２
時
～

◎
春
の
コ
ン
サ
ー
ト
・
午
後

２
時

分
～

４０

▽
会
場

和
田
山
ジ
ュ
ピ

タ
ー
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料
・
全
席
自
由

▽
演
奏
曲
目

（
指
揮
・
南
出
信
一
）

み
な
み
で
し
ん
い
ち

◎
ビ
ゼ
ー
作
曲「
ア
ル
ル

の
女
」第
２
組
曲

パ
ス
ト

ラ
ー
ル

フ
ァ
ラ
ン
ド
ー

ル

◎

ゴ

ゼ

ッ

ク

作

曲「
ガ

ボ
ッ
ト
」

◎
森
山
直
太
郎
作
曲
・
山

里
佐
和
子
編
曲「
さ
く
ら
」

◎
南
出
信
一
編
曲「
八
木

節
」（
日
本
民
謡
）

◎
菅
野
祐
悟
作
曲「
軍
師

官
兵
衛
メ
イ
ン
テ
ー
マ
」

▽
問
い
合
わ
せ
先

朝
来
市
少
年
少
女
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
事
務
局

☎（
６
７
２
）０
１
８
８

（
和
田
山
公
民
館
内
）

障
害
の
あ
る
人
た
ち
を

地
域
全
体
で
支
え
て
い
く
た

め
に
何
が
必
要
か
を
検
討
・

協
議
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、

朝
来
・
養
父
両
市
が
合
同

で
設
置
す
る「
南
但
馬
自
立

支
援
協
議
会
」は
、平
成
２６

年
度
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
日
時

２
月

日

、

２６

（木）

午
後
１
時

分
～（
２
時

３０

間
程
度
）

▽
会
場

和
田
山
ジ
ュ
ピ

タ
ー
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

▽
内
容

講
演
会
「
地
域

移
行
・
地
域
移
行
支
援
事

業
に
つ
い
て
」

講
師
…
柳
尚
夫
さ
ん（
兵

や
な
ぎ

ひ

さ

お

庫
県
豊
岡
健
康
福
祉
事
務

所
長
）

▽
参
加
費

無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

☎（
６
７
２
）６
１
２
３

市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

※お知らせページに掲載する広告を募集しています。詳しくは秘書広報課（☎６７２－６１１３）へ。

情情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
A
s
a
g
o
L
ife

暮らしのお知らせ

お
知
ら

お
知
ら
せせ

朝
来
市
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

「
春
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

①お薬手帳とは…自分が使っている薬の名前・量・日数・使

用法等を記録できる手帳です。

②お薬手帳を使うメリットは…飲み合わせや薬の重複を確

認し、副作用のリスクを減らします。また、急に具合が悪く

なったときに副作用歴、アレルギー、過去にかかった病気

等の情報を伝えることができます。

③お薬手帳の使い方は…

◆一冊にまとめ、服用薬の記載漏れ等を防ぎます。

◆医療機関、薬局（市販薬やサプリメントを買う場合も含

む）へ行く際は、忘れずに持って行きます。

◆アレルギーや副作用歴は、必ず記録します。

④入手方法は…各薬局やかかりつけの医院で入手できます

ので、お薬を受け取る際に申し出てください。

《お薬手帳を使いましょ《お薬手帳を使いましょうう》》

第第103第103回回 国国 のの保保 ひひ ろろ ばば南
但
馬
自
立
支
援
協
議
会
研
修
会

■問い合わせ先
市民課☎６７２－６１２０ 生野支所地域振興課☎６７９－２２４０
山東支所地域振興課☎６７６－２０８０ 朝来支所地域振興課☎６７７－１１６５

予備自衛官補募予備自衛官補募集集

問・自衛隊兵庫地方協力本部豊岡出張所☎０７９６－２２－３９７８

試験日受付期間応募資格種別

（第１回）
４月１０日（金）
～１４日（火）
（うち１日）

（第１回）
３月２４日（火）

まで

１８歳以上３４歳未満の人一般

１８歳以上で語学や医療技術、整
備等の国家資格等を有する人

※年齢上限は資格によって
５３～５５歳未満

技能

社会人や学生でありながら
自衛官として社会に貢献できます

４月１日から「宅地建物取引主任者」は「宅地建物取引士」に変わります
宅地建物取引業法の一部改正に伴い、「宅地建物取引主任者」は「宅地建物取引

士」に変わります。有効期限内の取引主任者証は引き続き有効ですが、期限内で

も切り替えを希望する場合は宅地建物取引士証の交付が受けられます。詳しくは、

県ホームページ（http://web.pref.hyogo.lg.jp/wd22/wd22_000000013.html）をご覧ください。

■問い合わせ先 兵庫県都市政策課土地対策室 ☎０７８ー３６２ー３６１２
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経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
、

小
・
中
学
校
に
就
学
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の

保
護
者
に
対
し
、学
用
品
費
、

修
学
旅
行
費
、給
食
費
等
の

一
部
を
支
給
し
ま
す
。

▽
対
象

所
得
基
準
を
満
た
し
、か

つ
、前
年
度
ま
た
は
当
該
年

度
に
お
い
て
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

◎
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

◎
市
民
税
の
非
課
税
ま
た

は
減
免
、固
定
資
産
税
の

減
免
を
受
け
た

◎
国
民
年
金
の
掛
金
の
減

免
、国
民
健
康
保
険
料
の

減
免
ま
た
は
徴
収
の
猶
予

を
受
け
た

◎
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

を
受
け
て
い
る

◎
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付

け
を
受
け
て
い
る

◎
前
述
に
該
当
し
な
い
が
、

経
済
的
に
児
童
生
徒
の
就

学
が
困
難
で
あ
る
と
教
育

委
員
会
が
認
め
る
人

※
認
定
は
、保
護
者
か
ら
の

申
請
書
と
必
要
添
付
書
類
、

学
校
長
の
意
見
、世
帯
の
収

入
状
況
な
ど
に
基
づ
い
て
総

合
的
に
判
断
し
ま
す
。援
助

の
対
象
と
な
る
収
入
基
準

は
家
族
構
成
や
年
齢
等
世

帯
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※
申
請
を
希
望
す
る
人
は

３
月

日

ま
で
に
市
教

１３

（金）

育
委
員
会
学
校
教
育
課
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎（
６
７
７
）２
１
１
４

公
立
豊
岡
病
院
組
合
は
、

保
有
財
産
売
却
に
か
か
る

随
時
募
集（
先
着
順
）を
実

施
し
て
い
ま
す
。

▽
売
却
物
件
一
覧

※
詳
し
い
案
内
書
は
公
立

豊
岡
病
院
組
合
総
務
部
出

納
室
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
期
間

３
月

日
２０

ま
で

（金）▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

公
立
豊
岡
病
院
組
合
出
納
室

☎
０
７
９
６（

）６
１
１
１

２２

h
ttp
://w
w
w
.to
y
o
o
k
a

h
p
-k
u
m
ia
i.o
r.jp

家
畜
を
飼
育
し
て
い
る

皆
さ
ん
は
、毎
年
２
月
１

日
時
点
の
飼
育
状
況
を
記

入
し
た
報
告
書
を
家
畜
保

健
衛
生
所
へ
提
出
す
る
こ
と

が
家
畜
伝
染
病
予
防
法
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
対
象

牛
・
水
牛
・
馬
・

鹿
・
め
ん
羊
・
山
羊
・
豚
・
い
の

し
し
・
鶏
・
あ
ひ
る
・
う
ず
ら
・

き
じ
・
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
・
七
面

鳥
・
だ
ち
ょ
う
を
１
頭（
羽
）

以
上
飼
育
し
て
い
る
人

▽
報
告
様
式

和
田
山
家

畜
保
健
衛
生
所
に
直
接
請

求
ま
た
は
姫
路
家
畜
保
健

衛
生
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
入
手
し

て
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
3
1
.o
cn
.n
e.jp

/~h
im
ejik
ah
o
/

※「
姫
路
家
畜
保
健
衛
生

所
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い

▽
期
限

３
月

日
３１

（火）

▽
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
和
田
山
家
畜
保
健

衛
生
所（
和
田
山
町
高
田
）

☎（
６
７
３
）２
３
３
１

（
６
７
２
）０
５
０
６

FAX現
在
の
採
用
・
就
職
環

境
の
傾
向
と
対
策
、保
護

者
が
で
き
る
就
活
サ
ポ
ー
ト

の
注
意
点
、Ｕ
タ
ー
ン
就
職

に
つ
い
て
紹
介
す
る
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。

▽
日
時

２
月

日

、

２１

（土）

午
後
１
時
～
３
時

分
３０

▽
会
場

豊
岡
市
民
会
館

３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
豊
岡
市

立
野
町
）

▽
対
象

大
学
、短
大
、専

門
、高
専
等
に
通
う
お
子
さ

ん
を
お
持
ち
の
保
護
者（
学

生
参
加
も
可
・
学
年
不
問
）

▽
受
講
料

無
料

▽
セ
ミ
ナ
ー
講
師

株
式

会
社
マ
イ
ナ
ビ

▽
そ
の
他

定
員

人
で

８０

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

▽
事
前
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

豊
岡
市
エ
コ
バ
レ
ー
推
進
課

☎
０
７
９
６（

）９
０
０
８

２１

０
７
９
６（

）３
８
７
２

FAX

２２

Job-navi@
city.toyooka.lg.jp

県
立
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー
は
、
相
談
員
が
地

域
に
出
向
く
、
移
動
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

３
月

日

、

１８

（水）

午
前

時
～
午
後
４
時

１０

▽
会
場

市
役
所
西
館
２

階
２
０
２
会
議
室

▽
対
象

聞
こ
え
な
い
人
、

聞
こ
え
に
く
い
人
、聞
こ
え

な
い
人
に
か
か
わ
る
関
係
者

健
聴
者
の
皆
さ
ん
も
参
加
可

▽
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
立
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー
移
動
相
談
担
当

☎
０
７
８（
８
０
５
）４
１
７
５

０
７
８（
８
０
５
）４
１
９
２

FAX

◎兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス ☎０１２０－９７９－４５１（２月のテーマ）【月曜】市販の点眼薬の正しい使い方

税固定 資 産 税 ４期

国民健康保険税 ８期

納期 ３月２日（月）まで

２月の税２月の税

公
立
豊
岡
病
院
組
合

平
成

年
度
保
有
財
産
売
却

２６

就
学
援
助
制
度

備考
最低
売却
価格

面積
（㎡）

所在地

空地
８２０
万円

３２９.２１
豊岡市
千代田町
２-８

建物付
３５０
万円

９５.５７
豊岡市
大磯町
２３６-７他

家
畜
を
飼
養
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

定
期
報
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

「
お
子
さ
ん
の
就
職
に
つ
い
て
知
っ
て

お
き
た
い
こ
と
」を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

■問い合わせ先 税務課 ☎６７２－６１１９

市税などの徴収強化について 国税還付金などの差押えを実施します

市は、税収の確保や市民の公平・公正な税負担のため、兵庫県から個人住民税等整

理回収チームの派遣を受け入れ、市税などの徴収を強化しています。滞納の放置には

財産調査を行い、財産（国税還付金・預貯金・給与など）を確認できた場合は強力に差

押えを実施します。特段の事情で納付が困難なときは、早急に税務課に相談ください。

ストップ滞納!!

聴
覚
障
害
者
移
動
相
談
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暮らしのお知らせ
市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

市
は
、次
の
市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
す
る
住
宅

条
件
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ

（注）て
い
る
家
賃（
月
額
）よ
り
も

高
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
み
受
付
期
間

２
月

日

～

日

１０

（火）

２０

（金）

▽
入
居
申
込
み
資
格

◎
市
町
村
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
人

◎
現
に
同
居
し
、ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
人

◎
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

◎
所
得
要
件
が
条
例
に
規
定

す
る
範
囲
を
超
え
て
い
な
い
人

※
申
込
み
資
格
の
詳
細
な

ど
は
、都
市
開
発
課
に
確

認
い
た
だ
く
か
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
開
発
課

☎（
６
７
２
）６
１
２
７

県
教
育
委
員
会
は
、県

内
の
市
町
組
合
立
小
・
中
・

特
別
支
援
学
校（
神
戸
市

を
除
く
）の
非
常
勤
講
師
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
勤
務
内
容

初
任
者
研

修
に
係
る
授
業
の
補
充
な
ど

▽
報
酬
な
ど

１
時
間
当

た
り
２
千
７
７
０
円（
若
干

変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
）交
通
費
は
、支
給
限

度
額
の
範
囲
で
実
費
支
給

▽
資
格

希
望
す
る
校
種

の
教
育
職
員
免
許
法
に
定

め
る
小
・
中
・
高
等
学
校
教

諭
普
通
免
許
状
の
所
持
、

ま
た
は
、平
成

年
４
月

２７

１
日
ま
で
に
取
得
で
き
る
人

▽
申
込
み

３
月

日
１３

（金）

ま
で
に
朝
来
市
教
育
委
員

会
ま
た
は
県
教
育
事
務
所

（
教
育
振
興
課
）で
受
け
付

け
ま
す
。※
土
曜
、日
曜
、

祝
日
を
除
く

▽
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎（
６
７
７
）２
１
１
５

神
戸
新
聞
社
は
、結
婚
５０

周
年
を
迎
え
た
ご
夫
婦
を
祝

う「
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典
」の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時

５
月

日

、

２４

（日）

午
後
１
時
～

▽
会
場

豊
岡
市
民
会
館

（
豊
岡
市
立
野
町
）

▽
対
象

昭
和

年
中
に

４１

婚
姻
届
を
提
出
し
た
県
内

在
住
の
ご
夫
婦（
参
加
は
無

料
で
表
彰
状
・
記
念
品
を
お

贈
り
し
ま
す
）

▽
申
込
み

本
庁
西
館
市

民
課
、神
戸
新
聞
支
社
・
総

局
・
販
売
店
で
配
布
す
る
所

定
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
２
月

日
２７

ま
で
に
※
定
員
に
な
り

（金）次
第
締
め
切
り
ま
す

▽
問
い
合
わ
せ
先

神
戸
新
聞
社
地
域
活
動
局

「
金
婚
式
」係

☎
０
７
８（
３
６
２
）７
０
８
６

「
親
子
で
自
然
学
校
」の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
期
日

３
月

日

～

１４

（土）

日
１５

（日）

▽
会
場

南
但
馬
自
然
学

校（
山
東
町
迫
間
）

▽
対
象

県
内
の
小
学
生

と
そ
の
保
護
者

▽
内
容

炭
焼
き
体
験
、

き
の
こ
菌
植
え
付
け
ほ
か

▽
参
加
費

１
人
３
千
円

▽
申
込
期
限

３
月
４
日

（水）▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
立
南
但
馬
自
然
学
校

☎（
６
７
６
）４
７
３
１

募

集

募

集

■予約・問い合わせ先 兵庫県朝来健康福祉事務所地域保健課 ☎６７２ー０５５５

こころのケア相談・若者のこころの相談
朝来健康福祉事務所は、こころの相談を開催しています。相談は無料で、プライバシーは厳守します。

◎こころのケア相談（医師による相談） ２月１９日（木）
◎若者のこころの相談（臨床心理士による相談） ３月１１日（水）
◎会場・時刻 いずれも朝来健康福祉事務所で午後１時３０分～４時（要予約）

市
営
住
宅
入
居
者

生野第２団地
（２号）

住宅の
名称

生野町真弓場所

３ＤＫ間取り

３５，３００円家賃
（月額）

１戸募集戸数

小
中
特
別
支
援
学
校
の

非
常
勤
講
師（
初
任
教
員
研
修
）

金
婚
夫
婦
祝
福
式
典

親
子
で
自
然
教
室
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各 種 相 談 の ご 案 内

時：日時 場：場所 問：問い合わせ 予：予約

【火曜】子どもが「お腹が痛い」という時【水曜】家庭血圧測定の重要性【木曜】前立腺がんを早期発見しましょう【金土日】薬局で薬を買う時に気をつけたいこと

人権相談（無料） 人権問題に関する相談
時 ２月１２日（木） 午後１時３０分～３時
場 生野保健センター、市役所西館２階相談室、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 人権推進課 ☎６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料） 女性が抱えるさま
ざまな悩みや問題の相談に応じます（予約制）
時 ２月１８日（水） 午後０時３０分～３時３０分
場 市役所西館２階相談室
問・予 人権推進課 ☎６７２－６１２２

行政相談（無料） 官公庁の仕事の苦情や意
見・要望などの相談に応じます
時 ２月１６日（月） 午前１０時～１１時３０分
場 生野保健センター、市役所西館２階相談室、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 市民課 ☎６７２－６１２０

身体障害者相談（無料） 障害に関する相談
時 ３月２日（月） 午後１時～４時
場 生野保健センター２階相談室
問 社会福祉課 ☎６７２－６１２３

司法書士による法律相談会（無料） 司法書士による
登記・相続・多重債務などの法律相談（予約制）
時 ３月７日（土） 午後１時～４時
場 和田山ジュピターホール会議室
問・予 兵庫県司法書士会但馬支部 ☎６７６－３３６８

総合法律センター南たじま相談所 弁護士による法
律相談（予約制・１回３０分・相談料５，４００円）
時 ２月２６日（木） 午後１時～３時
場 和田山老人福祉センター
問・予 兵庫県弁護士会 ☎０７８－３５１－１２３３

若者就労・支援に関する相談会（無料） 若者サポート
ステーションは若者未就業者の就労自立に向け
た相談に応じます
時 毎週水曜日 午後１時～４時
場 山東公民館２階小会議室
問・予 労協若者サポートステーション豊岡 ☎０７９６－３４－６３３３

和田山ジュピターホール
☎６７２－１０００ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

第１回朝来市合唱祭 《全席自由》公演日：２月２２日（日）
開演：午後１時３０分／料金：３００円（中学生以下無料）
出演団体：生野混声合唱団、生野童謡・唱歌の会、カナリヤコーラス、
コーラスアンダンテ、Coro・Brillante、山東コーラス、Singさくら、
せせらぎコーラス、フレンドコーラス、わだやま合唱団

☎６７６－４５８７ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合開館）

仏を彫る 会期：２月４日（水）～１５日（日）
今、竹田城の聲を聴く（写真展）会期：２月１９日（木）～３月８日（日）

ヒメハナ公園ウツギの館

生野マインホール

人形浄瑠璃文楽《全席自由》 前売券好評発売中
公演日：３月２５日（水）／開演：①午後１時３０分②午後６時
料金：大人３，０００円 高校生以下１,５００円

☎６７９－４５００ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

あさご芸術の森美術館 ☎６７０－４１１１ 休水曜日、祝日の翌日
（水曜日が祝日の場合はその翌日）

コレクション展 会期：２月１７日（火）まで
あさご芸術の森美術館友の会会員交流美術展

会期：２月２１日（土）～３月８日（日）
朝来からの風「朝展」２０１５優秀作品展
あさご芸術の森美術館 会期：３月８日（日）まで
さんとう緑風ホール 会期：３月１２日（木）～１５日（日）

※さんとう緑風ホールでの開催は入館料無料

入館料 大人５００円／大学生・高校生３００円／小・中学生２００円

ホール・美術館の催し ●詳細は各施設で確認してください

出張年金相談 豊岡年金事務所職員が相談にあたります

※基礎年金番号が分かるもの、運転免許証などの身分証明書をお持ちください。

２月１８日（水）、午前１０時～午後４時、山東庁舎２階 問・市民課 ☎６７２－６１２０

☎６７９－４４４８ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

銀谷のひな祭り 会期：３月３日（火）～８日（日）
岡田好人メルヘン展 会期：３月１日（日）～３１日（火）

生野まちづくり工房井筒屋
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健康コーナー

朝来市では、健康あさご２１－健康増進計画・食育推進

計画－に基づいて、食を通じた健康づくりを進めています。

食に関する知識を深め、楽しみながら健康的な食生活や

健康づくりが実践できるように心がけましょう。

《適正体重を知り、日々の活動に見合った食事量を》

☆日ごろから健康管理のために、体重を量りましょう。

☆普段から意識して身体を動かすようにしましょう。

☆美しさは健康から。無理な減量はやめましょう。

☆しっかりかんで、ゆっくり食べましょう。

（平成１２年３月／文部省・厚生省・農林水産省策定 食生活指針）

ホームページに、食と栄養に関する情報を随時掲載してい

きます。ぜひご覧ください。

【問い合わせ先】地域医療・健康課☎６７２－５２６９

健康づくりを実践して貯まったポイントは、市内運動施設

利用助成券や温泉施設利用助成券、市指定ごみ袋に交換

することができます。今年度の交換申請期限は３月末まで

です。

期限までに、交換申請書と実践手帳を一緒に下記の窓

口に提出してください。なお、期限が過ぎますと貯まったポイ

ントは無効になりますので、ご注意ください。

※詳しくは、手帳交付時にお渡ししたチラシをご覧いただく

か、地域医療・健康課までお問い合わせください。

◆交換申請期限 ３月３１日（火）

◆申請窓口 市役所本庁・各支所の地域振興課

地域医療・健康課（和田山保健センター）

【問い合わせ先】地域医療・健康課☎６７２－５２６９

《適正体重の計算式》
身長（ｍ）×身長（ｍ）×２２＝適正体重（kg）

乳幼児等対象の健診についてはいずれも該当児には個別通知します。

食を通じた健康づくり ～健康あさご２１～

おいしく、楽しく、バランスよく！

健康づくりポイント事業～ポイント交換申請のお知らせ～

自

自

自

自

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自

自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自

自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自

和田山図書館、あさご森の図書館、生野公民館図書室では、館内特別整理のため
休館します。ご不便をおかけしますが、よろしくお願いいたします。

和田山図書館 ☎６７２－１７００／あさご森の図書館 ☎６７０－４７１０／生野公民館図書室 ☎６７９－３５４４

図図書館休館のお知ら図書館休館のお知らせせ
2月23日（月）～3日2日（月）休館日

朝来警察署が移転します
朝来警察署は、２月２８日（土）から、朝来市和田山町

土田（土田交差点近く）に移転します。

自動車運転免許証やその他の手続きの際は、お間違

いないようご注意ください。

警察署の移転にあわせ朝来市交通安全協会・朝来

市自家用自動車協会・朝来防犯協会も朝来警察署仮

設庁舎内に移転します。

市民の皆さまには、大変ご迷惑をおかけしますが、よ

ろしくお願いします。

●朝来警察署●

こころと身体の健康は密接な関係があります。

特に「睡眠」はどちらにも深く関わっています。今回、

心地よい睡眠のために知っておきたいことや、ここ

ろの病気との関係について講演会を開催します。

お誘い合わせのうえ、ぜひご参加ください。

◆日 時 ３月１４日（土）、午後１時３０分～３時

◆会 場 あさご・ささゆりホール

◆テーマ

「快眠力！～眠りと健康のいい関係～」

◆講 師 井上雄一さん
い の う え ゆ う い ち

東京医科大学睡眠学講座教授

但馬病院理事長

※どなたでも参加できます

（参加費無料）

【問い合わせ先】地域医療・健康課☎６７２－５２６９

こころの健康づくり講演会

場 所内 容
曜
日

日月

山東老人福祉センター

朝来公民館

離乳食教室

脳元気度チェック（予約制）
水１８

２
月

和田山保健センター８か月児健診木１９

山東老人福祉センター献血火２４

和田山保健センター３か月児健診木２６

和田山保健センター１歳６か月児健診木５

３
月

和田山保健センター３歳児健診金６

山東老人福祉センター脳元気度チェック（予約制）水１１

和田山保健センターこころのケア相談（予約制）木１２

あさご・ささゆりホールこころの健康づくり講演会土１４

健健康康カレカレンンダーダー
２２／１６～３／１２／１６～３／１５５

朝来市青い鳥学級
朝来市青い鳥学級は、視覚障害

のある人たちがボランティアと共

にさまざまな活動を通じ仲間づく

りや生きがいを見つけようとする

生涯学習の場です。

平成２６年度は、木工教室や健康

づくり体操、手作り肉まん教室、コ

ンサートの鑑賞など全５回を開催

しました。

朝来市青い鳥学級への参加受付は随時行っています。お気軽に

お問い合わせください。

◆申込み・問い合わせ先 市教育委員会社会教育課 ☎（６７７）２１１６

第4回朝来市青い鳥学級
手作り肉まん教室の様子
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健康コーナー
■問い合わせ先
地域医療・健康課
☎６７２－５２６９（和田山保健センター）

生活習慣病（高血圧・脂質異常症・糖尿病など）や早期

のがんは自覚症状がないことが多く、また、症状がない

からといって必ずしも異常がないとは限りません。自

覚症状がなくても積極的に健診やがん検診を受け、自

分の健康状態を把握し、日ごろの健康づくりに生かし

ましょう。

２月下旬に該当の世帯に各健診の申込書を郵送しま

す。３月５日（木）までに必要事項を記入し、申込書を返

送してください。

●各健診の受診までの流れ

【問い合わせ先】

◎健診内容・申込みに関すること

地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

◎国保・後期高齢者医療・人間ドックに関すること

市民課（国保担当） ☎６７２－６１２０

市は、予防接種法に基づき、１０月から高齢者肺炎球菌予

防接種を実施しています。平成２６年度に対象となる皆さん

の公費負担（一部）による接種期間は、３月３１日までです。

希望する人は、かかりつけ医とご相談のうえ、早めに接種

してください。

①平成２６年度の接種対象者

朝来市に住所があり、過去に肺炎球菌予防接種を受けた

ことがなく、次の生年月日に該当する人。

なお、接種日に６０歳以上６５歳未満の人で、心臓、腎臓、

呼吸器等の機能に障害があり、予防接種を医師が必要

と認めた人は、平成２７年度以降も対象となります。

②接種期間 ３月３１日まで（４月以降は一部負担による

接種はできません。ご注意ください。）

③接種料金 自己負担額２,０００円（接種費用８,０００円程

度のうち、６,０００円程度を市で負担します）

④実施医療機関

朝来市内指定医療機関、市外のかかりつけ医療機関

※市外の医療機関での接種を希望する場合は、必ず

事前に地域医療・健康課までご連絡ください。

【問い合わせ先】地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

輸血に必要な血液をいつでも十分に確保しておくために

は皆さんの献血が必要です。多くの皆さんのご協力をお願い

します。

【問い合わせ先】地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

【２月の献血予定】

受付時間会 場日 程

午前９：３０～１１：１５
午後０：３０～３：３０

和田山農業研修センター
２月１０日
（火）

午前９：３０～１１：１５
午後０：３０～３：００

山東老人福祉センター
２月２４日
（火）

※本人確認できるもの（免許証、保険証など）・献血カード（お持ちの人）をご持参ください。

申込書の送付

▽市から各健診の申込書を該当の世帯に送ります。
（２月下旬に郵送）
▽申込書は、ひとり一枚の様式となっています。
健診の対象者分の申込書が同封されています。
印字されている氏名を確認し、記入してください。

申 込 み

▽各健診とも事前の申込みが必要です。（日時設
定・検査容器を準備するためです）
▽申込書と同封の説明書をよく読み、申込みの有
無を記入し、返送してください。
（申込〆切は３月５日（木））

検診受診案内

▽各健診とも実施の約１か月前に、受診票や案内
文を送ります。

受 診

▽「受診票」と「健診費用」を、特定健診は「保険証」
（４０～７４歳の被用者保険の人は「特定健康診査
受診券」が必要）を持って、指定の日時・会場で受
けてください。

結果の送付

▽各健診とも健診日から約２～４週間後に結果を
送付します。（歯科検診は検診当日にお返しします）
▽結果に基づいて、生活習慣を見直していただく
ほか、必要であれば医療機関で精密検査や再検
査を受けてください。
▽健診結果を参考に食事や運動等の生活習慣を
見直し、一人ひとりが自らの健康づくりを実践
しましょう。

健康あさご２１～受けよう健診！見直そう生活習慣

平成２７年度各種健康診査申込みのお知らせ

→

→

→

→

献血にご協力ください

生 年 月 日年 齢

昭和２４年４月２日～２５年４月１日生６５歳

昭和１９年４月２日～２０年４月１日生７０歳

昭和１４年４月２日～１５年４月１日生７５歳

昭和９年４月２日～１０年４月１日生８０歳

昭和４年４月２日～５年４月１日生８５歳

大正１３年４月２日～１４年４月１日生９０歳

大正８年４月２日～９年４月１日生９５歳

大正３年４月２日～４年４月１日生１００歳

大正３年４月１日以前に生まれた人１００歳以上

２６年度高齢者肺炎球菌予防接種の対象の皆さんへ

３月末までが期限です！早めに受けましょう
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地域包括支援センターの
見守り協定シール作成しました！！

窓

市では、高齢者をはじめとした地域住民が住み慣れた場所で安心して在宅生活を続けるため、
普段の生活・仕事の中で高齢者を見守り、問題や異変を早期に発見する「朝来安心見守りネットワー
ク事業協定」を宅配事業者や金融機関などの事業所と締結しています。
このほど、協定締結した事業所や車両等に貼り付けるシールを新たに作成しました。
また、地域ぐるみでの見守り支援を推進するため、地域見守り活動にご協力いただける民間事業
所を募集しています｡

■問い合わせ先 朝来市地域包括支援センター☎６７２－６１２５

「生涯現役の場おこし大作戦！！」を開催しました〜気づき・考え・つながろう〜

参加した皆さんから寄せられた貴重なアイデアは、自治協議会の集いや、民生委

員研修会、そして地域ケア会議につなげていくなど、活用していきます。

市は、１２月２２日、さんとう緑風ホールで『生涯現役の場お
こし大作戦!!』を開催しました。
これは、住民と専門職がともに「生涯現役の朝来市」につ
いて、対話する『場』づくりを目的に、地域包括支援センター
が中心となり、総合政策課、地域医療・健康課、社会福祉協

議会と、部署を横断したメン
バーで企画したものです。
当日は、広島市を拠点に
各地で福祉関連のコンサル
ティングなどを行うリエゾン
地域福祉研究所代表理事
の丸山

ま る や ま

法子さんを道案内役
の り こ

に、ボランティア、自治会役員、民
生委員、自治協議会等の皆さんや、
ケアマネジャー、デイサービス、福
祉施設などで福祉に携わる人たち
など約２００人が参加しました。
会議は、グループで意見を出し
合う形式で進められ、『認知症』
『脳卒中』『一人暮らし』『生涯現
役』などのテーマについて、参加し
た皆さんは３５テーブルに分かれて
語り合い、模造紙に、意見を書きつ
づっていきました。

認 知 症一 人 暮 ら し

●徘徊する人を、家族がオープンにできるようにしたい
は い か い

●ＧＰＳの貸し出し制度があれば
●「もし自分が認知症になったらお願いね」と言っておく

●緊急通報システムを登録するとき鍵を預けなくてもい
いようにして欲しい
●毎朝カーテンを開けると「元気です」の合図になる
●空き家を利用して友人と一緒に住みたい

生 涯 現 役脳 卒 中

●お惣菜屋さんをやってみたい
一人暮らしの皆さんが多いのでグラム売りすると喜んでもら
えそう
●恋する気持ちを忘れない婚活も大事

●病気になったからといって閉じこもらないようにしたい
●同じ病気の人同士が相談できれば
●脳卒中の勉強会を開きたい

夢但馬２０１４閉幕イベント
夢但馬ファン(fun)ファン(fan)フェスタ

夢但馬２０１４推進協議会は、夢但馬２０１４閉幕

イベントを開催します。

◆日時 ３月１５日（日）、午前１０時～午後５時 ◆会場 養父市立ビ

バホール周辺（養父市広谷）入場無料・無料臨時駐車場有（無料シャ

トルバス運行）◆内容 但馬のグルメ・エンターテインメントが集合、

各市町のキャラクターが大集合する「お子様連れコーナー」ほか

■問い合わせ先 夢但馬２０１４推進協議会事務局☎０７９６ー２６ー３６７６

市は、市内に在住・在勤する外国人向けに開催している「あさご日本語教室」の
支援ボランティアを募集しています。外国人に日本語を教えることは、日本人に
とっても学ぶことが多く、面白くやりがいがある活動です。一度見学し、体験すること
も可能です。日本語支援に興味がある皆さんは、お気軽にお問い合わせください。
※３月１５日（日）にボランティア向け研修会あり
※教室日程 毎週火曜日、午後７時１５分～８時１５分／山東公民館
※ブログ「朝来市連合国際交流協会」で教室の様子を公開中

http://asagodejapanese.blog81.fc2.com/
◆問い合わせ先 秘書広報課 ☎（６７２）６１１３ hishokouhou@city.asago.hyogo.jp

あさご日本語教室「日本語支援ボランティア」募集
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№６３ インターネット関連の飛び込み勧誘に注意！暮らしの情報コーナー
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訪問業者にインターネット回線の工事を勧められ、インターネットを利用する予定がないにもかかわらず、市や

電話会社から推奨された契約と勘違いして申し込んでしまったという相談が複数件寄せられています。

つ

突然訪問してきた業者に光インターネットの契約を勧められた。大手電話会社の名を出し、「市から依頼

されている」と説明されたので、必ずしなければいけない工事だと思い申し込んだ。月々の利用料がか

かることを契約書を見て知った。ＰＣを持っておらずインターネットを使う予定もない。クーリングオフでき

ないか。 （６０歳代、男性）

■不審に思ったとき、困ったときには…消費生活相談 たじま消費者ホットライン ☎０７９６－２３－１９９９

市消費生活相談窓口（市民課内） ☎６７２－６１２１ 県立但馬消費生活センター ☎０７９６－２３－０９９９

集

記後

編

１２月は、久しぶりにフランスに帰ること

ができました。

私が朝来市にやってきたのが一昨年の

夏で、その年は、一人でクリスマスを過ご

さなければならなかったので、心細いかぎ

りでしたが、今回はフランスで過ごすこと

ができました。

日本のクリスマスは、フランスのクリスマ

スとは全く違っています。フランスのクリス

マスは、日本の正月のように、家族にとっ

て一番大切な日です。みんなで集まって、

ごちそうを食べて、プレゼント交換などで

楽しみます。逆に、フランスの正月は、友だ

ちで集まってパーティーをしたり、恋人との

時間を楽しむなど、日本のクリスマスのように過ごします。

今回は、フランスに帰って、久しぶりに家族６人が集まり、お母さんが一所

懸命たくさんの料理を作ってくれました。

朝来市にやってきてから一年と半分ほどになりますが、今回が初めての

帰国でした。一人で外国で暮らすのはもう慣れましたが、ときどき寂しく感じ

ることもあります。一年に一回は帰国できればいいなと思っています。

（秘書広報課国際交流員 ヴァンデンドリッシュ―・ポリーヌ）
※子ども＝15歳以下 高齢者＝65歳以上
※累計は平成２６年の合計

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

２空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

７忍 び 込 み１強制わいせつ

１金 庫 破 り０ひ っ た く り

４事 務 所 あ ら し３２車 上 ね ら い

０出 店 あ ら し２自動販売機ねらい

９詐 欺

そ
の
他

５部 品 ね ら い

６傷 害２７器 物 損 壊

８暴 行３自 動 車 盗

２７万 引 き０オートバイ盗

（１２月末累計）２２自 転 車 盗

火災・救急の状況
（朝来消防署）

件数区分

０建物

火
災

０林野

０車両

０その他

０合計

１９累計

１０交通事故

救
急

１６一般負傷

８５急病

１３その他

１２４合計

１５４４累計

（１２月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

１００１０人身事故

００子ども

死
者

２１高齢者

００その他

２１合計

１００子ども

傷
者

３０１高齢者

１０４１１その他

１４４１２合計

１１０６１２０物損事故

（１２月中）

vol.17フランスで過ごしたクリスマス

インターネット関連の契約にはクーリングオフ制度はありません。事例のケースでは誤解を招くセールストークが

あったことを相手業者に指摘したところ無条件で解約できました。工事前の解約であれば違約金を取らないこと

が一般的ですが、全ての業者がそのような対応をしているわけではありません。飛び込み訪問ですぐに契約する

ことは避け、必要ない場合はきっぱり断りましょう。
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人 朝来市内で活躍する
朝来市にゆかりのある
元気な人・グループを紹介

新あさご百景
第34回 白井の雪景色

朝来市内屈指の豪雪地帯である和田山町白井では、雪化粧を

まとうと、風景が普段とは違う装いで私たちの目の前に現れま

す。長靴に履き替えて、ちょっと雪道を散歩するのも風情があっ

てよいものではないでしょうか。

問い合わせ先 都市開発課 ☎６７２－６１２７

いきいき

（ ）
ＮＰＯ法人いくのライブミュージアムでは、銀の馬車道の設計者であるフ

ランス人技師レオン・シスレー縁のバラ「ＫＩＺＵＮＡ（絆）」を植栽する活動を
ゆかり

進めています。

明治の初期、生野へやってきたシスレーは、銀の馬車道の設計に携わる一方

で、母国フランスの園芸家の父へ生野で自生していたノイバラの種子を送りま

した。種子はフランスの高名な育種家ギヨー家に託され、品種改良が進められ

ました。このバラをルーツに持つのが「ＫＩＺＵＮＡ（絆）」で、東日本大震災の

被災者支援のために生まれた品種です。

そのような歴史的事実について、銀の馬車道やフランス人技師などの研究

を行っている白井智子さん（姫路日仏協会会長）が、フランスへ留学した際に
し ら い さ と こ

発掘。「約１５０年の時を経て、シスレーのバラを里帰りさせ、銀の馬車道をバラ

でいっぱいにしよう」と取り組みが進められることになりました。

姫路日仏協会が主体となり、昨年春に姫路や福崎での植栽が行われたのに

続き、昨年９月には、ＮＰＯ法人いくのライブミュージアムが中心となって、シスレー縁のバラ「ＫＩＺＵＮＡ（絆）」の１５０年

ぶりの生野への〝里帰り〟が実現。口銀谷銀山町ミュージアムセンターや史跡生野銀山、市役所生野庁舎前、生野高校、中学

校をはじめ銀の馬車道沿道や公共施設など、これまでに２３か所・１３８株が植栽されました。今後も植栽を進め、バラで満たさ

れたまちを散策してもらうなど地域のシンボルとして育てる一方、バラの栽培などの取り組みも進め、活性化につなげてい

くことを目標としています。

活動について詳しくは、「ＮＰＯ法人いくのライブミュージアム事務局」（☎６７９－２２３３朝来市商工会生野支所内）まで。

（写真提供 和田山写真クラブ 吉田利栄さん）
よ し だ と し ひ さ

ＮＰＯ法人
いくのライブミュージアム

▲口銀谷ミュージアムセンターで
行われた植栽式（昨年９／２８）▲

皆さんの手入れによって春か
ら秋にかけてオレンジピンクの美
しい花を咲かせます

市 民 投 稿

太陽光発電と蓄電池設備を設置 与布土地域自治協議会
与布土地域自治協議会では、兵庫県の支援事業「エネルギー自立のむらづくり」に取り組み、太陽光発電設備と、災害時

に利用する地域集落避難所（与布土体育館）の非常用電源とする蓄電池設備等の設置工事を進め、1月１３日から運用を

開始しました。この支援事業では、県内で７か所が認定

されていますが、設備が導入され認定証が交付されるの

は当協議会が第１号です。

設備は、高齢者活力創造センターの屋上に４８kwの太

陽光パネルを、体育館内に１０kwの蓄電池を設置。平常

時は発電による売電収入を活動費にあて、災害時や停電

時は、避難所の電力として使用することとしています。

こ ん な こ と あ ͬ た で ー


